
第４回みやぎ災害伝承ポスターコンクール受賞作品 

受賞者 作品 講評 

小学校低学年の部 

最優秀賞 

めるへんの森幼稚園 年長 

佐藤 かなめ さん 

（さとう かなめ） 

 線のタッチや色の濃淡で

地震の揺れをうまく表現し

ました。大きなダンゴムシ

を一緒に描きながら、じし

んがきたら、命を守るポー

ズ、「ダンゴムシのポーズ」

を取り、あたまをしっかり

守るぞ！という作者の強い

意思が伝わってきます。 

小学校低学年の部 

特別賞 

仙台市立市名坂小学校 ２年 

太田 結葵 さん 

（おおた ゆき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分も家族も互いに手を

取り合い協力している姿

に、「だいじないのち」を守

るためには、まず逃げなけ

ればならないという強い意

志が感じられる作品です。 

標語の配置や色使いにも

工夫が見られ、大変見やす

いです。 

小学校低学年の部 

優秀賞 

仙台市立七北田小学校 ３年 

佐藤 基 さん 

（さとう はじめ） 

 いつ起こるかわからない

災害に、日頃から避難場所

を家族で決めておくこと

が、大切な家族の命を守り、

家族の笑顔に繋がるという

作者の気持ちが込められて

います。「避難場所を決めて

おこう」という情報１本に

絞ったことで、インパクト

のある作品に仕上りまし

た。 

小学校低学年の部 

優秀賞 

気仙沼市立松岩小学校 ３年 

畠山 楓馬 さん 

（はたけやま ふうま） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震の揺れや迫り来る大津

波を描き、高台へ避難する様

子を表現。色使いや避難者の

表情からは、必死さや緊張感

が伝わってきます。標語を大

きくはっきりと表現したほ

か、非常時用バックの中身を

描きました。避難時の持ち物

も日頃からしっかり備えてお

くことが大切だと言うことも

訴えています。 
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小学校低学年の部 

佳作 

仙台市立上杉山通小学校  ２年 

佐々木 理紗 さん 

（ささき りさ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校低学年の部 

佳作 

東松島市立矢本西小学校  ３年 

矢口 愛菜 さん 

（やぐち あいな） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校低学年の部 

佳作 

山元町立山下小学校 ３年 

樋口 紗椰 さん 

（ひぐち さな） 
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受賞者 作品 講評 

小学校高学年の部 

最優秀賞 

涌谷町立涌谷第一小学校  ５年 

和田 玲 さん 

（わだ りょう） 

 標語にインパクトがあり

リズミカルに表現。東日本

大震災の教訓を、意欲を持

って学んでいることが伝わ

ってきます。特に「私たち

にできること」からは、次

世代の担い手としての自覚

や、当事者意識が強く伝わ

ってきます。標語も絵もシ

ンプルで分かりやすく、頼

もしさが伝わってくる作品

です。 

小学校高学年の部 

特別賞 

塩竈市立玉川小学校 ５年 

渡辺 芳 さん 

（わたなべ はな） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフラなどのハード面

での対策や、命を守るとい

うことだけにとどまらず、

防災バッグを用意するな

ど、日頃から防災への意識

を高めて、いつ災害が起き

ても万全だという「心」の

備えの大切さが表れている

作品です。 

小学校高学年の部 

優秀賞 

仙台市立大野田小学校 ５年 

今野 瑠璃 さん 

（こんの るり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去の津波に遭遇した先

人たちの警告が、時間の経

過と共に徐々に忘れ去られ

ないように、石碑に着目し

ました。千年前からのメッ

セージを未来へ伝えようと

する、作者の使命感を強く

感じる作品です。 

小学校高学年の部 

優秀賞 

涌谷町立涌谷第一小学校  ６年 

明石 頼次 さん 

（あけいし らいじ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災や、近年の

風水害から、水の恐ろしさ

だけに着目せず、水の恩恵

について触れています。丁

寧に彩色し、自然もまちも

人も動物も水が無いと生き

ていけないということをあ

らためて考えさせる作品で

す。 
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小学校高学年の部 

佳作 

仙台市立荒町小学校 ５年 

富樫 芽衣 さん 

（とがし めい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高学年の部 

佳作 

仙台市立七北田小学校 ５年 

佐藤 あかり さん 

（さとう あかり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高学年の部 

佳作 

多賀城市立多賀城小学校  ５年 

長谷川 新汰 さん 

（はせがわ あらた） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高学年の部 

佳作 

登米市立東郷小学校 ５年 

千葉 こはる さん 

（ちば こはる） 
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小学校高学年の部 

佳作 

大河原町立大河原南小学校 ６年 

渡邉 希々佳 さん 

（わたなべ ののか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高学年の部 

佳作 

柴田町立東船岡小学校 ６年 

森 妃花 さん 

（もり ひめか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校高学年の部 

佳作 

亘理町立亘理小学校 ６年 

柏木 花菜 さん 

（かしわぎ はな） 
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受賞者 作品 講評 

中学校の部 

最優秀賞 

富谷市立東向陽台中学校  １年 

藤原 惺 さん 

（ふじわら せい） 

 いつ起こるか分からない

災害への備えについて、「日

ごろからの心の準備」とし

て、避難場所、避難ルート、

備蓄品の確認とその重要性

をインパクトのある絵や色

使いで、分かりやすく表現

しています。 

命を守るための備品、刻

一刻と変わる道路状況、二

次、三次の避難場所。自分

の目で確認していますか？ 

中学校の部 

特別賞 

東北学院中学校 ３年 

管野 樹 さん 

（かんの いつき） 

 迫りくる津波をバッグと

した構図により、地震後の

崩壊した街に津波が来ると

いう複合災害の恐ろしさが

描かれています。また、津

波がビルよりも高い位置か

ら襲ってきているように描

いていることから、「早く！

より遠くに」逃げなければ

ならないとリアルに表現さ

れている作品です。 

中学校の部 

優秀賞 

気仙沼市立鹿折中学校 ３年 

半沢 和奏 さん 

（はんざわ わかな） 

  東日本大震災から１４年

が経過した今日、訓練の重

要性だけではなく、本気に

なっていないことがもたら

す被災や被害であったり、

震災を覚えていない、経験

していない世代に対しても

注意喚起している作品で

す。「訓練慣れが命取り」み

なさんは、自分事として備

えていますか？ 

中学校の部 

優秀賞 

大崎市立岩出山中学校 ３年 

御宿 詩万 さん 

（みしゅく しま） 

 

 

 

 

 

 

 

日本の災害や、避難に関す

る知識が不足している外国

の方たちに共助の視点を盛

り込んだ作品です。外国から

来た友達に標識の意味を教

えている描写から、作者の思

いやりあふれる行動と今後

の課題意識が読み取れます。 
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中学校の部 

佳作 

宮城県古川黎明中学校 ２年 

櫻庭 凛 さん 

（さくらば りん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の部 

佳作 

宮城県古川黎明中学校 １年 

小林 未奈 さん 

（こばやし みな） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の部 

佳作 

石巻市立渡波中学校 １年 

伊勢 彩月 さん 

（いせ さつき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の部 

佳作 

気仙沼市立気仙沼中学校  ２年 

小野寺 莉緒 さん 

（おのでら りお） 
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中学校の部 

佳作 

大崎市立岩出山中学校 ３年 

古川 翔太 さん 

（ふるかわ しょうた） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の部 

佳作 

富谷市立東向陽台中学校  ２年 

野口 奏恵 さん 

（のぐち かなえ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の部 

佳作 

加美町立中新田中学校 １年 

遠藤 千広 さん 

（えんどう ちひろ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の部 

佳作 

仙台白百合学園中学校 ２年 

釜萢 楓 さん 

（かまやつ かえで） 
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高校の部 

最優秀賞 

宮城県宮城野高等学校 １年 

佐藤 思緒 さん 

（さとう しお） 

 あの日の経験と記憶を忘

れずに、今を力強く生きて

いこうとする作者の意思が

絵に込められています。 

レタリングに点線と斜線

を加えることで、時の経過

を表現し、瓦礫は、あの日

の辛い出来事を感じさせま

す。太陽の日差しを浴びる

少女の後ろ姿からは、覚悟

が感じ取れます。 

高校の部 

特別賞 

宮城県富谷高等学校 １年 

関 綾香 さん 

（せき あやか） 

 震災遺構である南三陸町

の旧防災対策庁舎を大きく

中心に描くことで津波の恐

ろしさを表現しつつ、空の

描き方により、暗い過去か

ら同じ被害を二度と出さな

いよう未来へと教訓を繋げ

ていく明るさが見て取れま

す。また、手前に小学生と

高校生を描くことで、次の

世代へと伝承続けていく意

志を感じさせる作品です。 

高校の部 

優秀賞 

宮城県宮城野高等学校 １年 

岩城 結子 さん 

（いわき ゆうこ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災当時の様子が少女の

中に暗く描かれています。 

作者は、経験した震災の

教訓を決して忘れることな

く、いつ起こるかわからな

い災害「その日に備えて」

今できる備えをしておこう

と訴えています。 

高校の部 

優秀賞 

宮城県宮城野高等学校 １年 

本間 梨央奈 さん 

（ほんま りおな） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災翌日の朝日

を見つめる少女の先には、地

震、津波によって変わり果て

た街並みが。少女の後ろ姿か

らは、３．１１当時の景色、

音、臭い、想い、全てが「忘

れない」の一言に集約されて

おり、見る人の心に訴えかけ

ます。 
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高校の部 

佳作 

宮城県宮城野高等学校 １年 

山口 凉桜奈 さん 

（やまぐち りおな） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校の部 

佳作 

宮城県多賀城高等学校 ２年 

八巻 碧空 さん 

（やまき あいら） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校の部 

佳作 

宮城県松島高等学校 ３年 

森 みくる さん 

（もり みくる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校の部 

佳作 

宮城県松島高等学校 ２年 

大山 美咲 さん 

（おおやま みさき） 
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高校の部 

佳作 

仙台白百合学園高等学校  ２年 

夛田 夏未 さん 

（おおた なつみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校の部 

佳作 

仙台白百合学園高等学校  ２年 

神田 夏帆 さん 

（かんだ なつほ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


